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3，4，5 の最小公倍数は 60 なので，1〜60 について

考えます。5 の倍数で，3 でも 4 でも割り切れない

ものは 5，10，25，35，50，55 の 6 個あります。

2017÷60＝33 あまり 37

　　　 → 5 の倍数は 6×33＋4＝202 個あります。

　□×1.4＋□÷    ＋20＝2017×     ×     ＝20.17 

→ □×1.4＋□×2＝0.17 → □＝0.17÷3.4＝0.05

　2，3，4 の最小公倍数は 12 です。3 でも 4 でも

割り切れないもので，2 の倍数は 1〜12 の中には 2
と 10 の 2 個あります。2，10，14，22，26，… のよ

うに，これに 12 を加えていく数を考えます。

2017÷12＝168 あまり 1 → 2×168＝336 個
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（次のページに続く）
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　（い）の文「1 つの縦線と辺が重なっている全ての

正方形について，その縦線の左側にある正方形の中

の数の合計と右側にある正方形の中の数の合計が

等しいから」が正しい。

　ア＝33－5＝28，イ＝7－5＝2，

ウ＝28－5－7＝16，エ＝2＋7＝9，

オ＝33＋5－2＝36，カ＝9＋16＝25 になります。

　長方形の縦の長さは 33＋28＝61 cm，

横の長さは 33＋36＝69 cm になります。

　分割の様子と各正方形の 1 辺の長さは次の通り

になります。
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　三角形アとイ，三角形ウとエはそれぞれ相似な関係で

で，相似比が等しいことに注目しましょう。

1：x＝x：9 → x×x＝1×9＝9

                    → 9＝3×3 なので，x＝3 になります。

　阿部君は馬場君とすれ違ってから 250÷50＝5 分後に

B 地点に着き，馬場君はすれ違ってから 5＋46.2＝51.2
分後に A 地点に着きます。ダイヤグラムでは（1）と同じ

計算方法を用いて y の値を求めます。

5：y＝y：51.2 → y×y＝5×51.2＝256

                         → 256＝16×16 なので，y＝16 です。
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　水量の比が 4：9 なので，あ：う＝4：9 です。→       倍

　図 2，図 3 の台形について，高さの比が 4：9，面積比（水

量の比）が 4：9 なので，「上底＋下底」が等しくなります。

い＋3 cm＝え＋4 cm → えはいよりも 1 cm 短いです。

　☆の直角三角形より，い＝（4 cm－④）×    ＝3 cm－③

★の直角三角形より，え＝（3 cm－⑨）×    ＝4 cm－⑫

いとえの差が 1 cm なので，3 cm－③＝4 cm－⑫＋1 cm

→ ⑨＝2 cm → ④＝2×    ＝     cm … あ

　い＝3－2×    ＝     cm です。図 2 のときの水量は

4×3×    ×    ＝      cm3 なので，台形×BE に注目して，

（    ＋3）×    ×    ×BE＝       → BE＝     cm です。

　三角形ABC について，B から AC に下ろした垂線の長

さは 2.4 cm です。右図の太線部分の面に注目します。

（長方形）×2.4×    ＝（台形）×     がいえるので，面積比

は逆になり，    ：2.4×    ＝15：8 です。

 長方形  5×□＝15　台形 （お＋5）×□×     ＝8

                                      → （お＋5）×□＝16 なので，5：（お＋5）＝15：16 → お＝     cm になります。

三角形 ABC の面の相似に注目すると，     ：5＝1：15 なので，水の深さは□＝2.4×      ＝      cm です。
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